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の「

讃
者
に
與
■ふ
る
の
罾
し
の
終
に
ア

イ

，
ア

ー
.ル
の
.署
名
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
.、
 

(ibid.,.

-'
T
o
. 

the 

Reader, 

p. 

H
r

)

、
其
の
著
者
は
是
れ
迄
不
明
と
ざ
れ
て
居
っ
た
が
、
最
近
，に
至
り
ロ
バ

ー
ト
4

1

ル(
R
o
b

在 

K
a
y
l
l

若
し
く
社
.Keales) 

で
あ

る
こ

と
が

-'g
t
s
o
f
t
h
e
p
r
i
v
y
:

 

Council, 

1
6
1
5
-
1
6
1
6
.

に
：よ
っ
て
漸
く
明
か
と
爲
つ
た
.0 

(ibid., 

pp. 

107.

1
.
000
; E, Lipson ，

op. 

c
ir'
p
v
2
7
9
n
.

)

o
本
書
は
■前
記「

籤
若
に
與
ふ」

の
外
、
五
十
六
頁
よ
り
成
る
小
冊
子
で

あ
る
。 

i
-
:

• 

.

»■
.
 

• 

' 

•
. 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

.

著
者
は
先
づ
鯡
漁
業q

必
要
、
便
宜
、
利
潤
及
び
效
用
を
述
べ
、
.而
し
.て
最
初
に
、船
舶
、船
a
及
び
人
々
の
仕
事
の
缺
乏
よ
4
の
必 

要

を

說

き

ノ

第

•
一

 

に
船
舶
の
缺
乏
よ
り
說
き
進
み
、陛
下
の
海
軍
：は
別
と
し
て
.英
國
商
船
隊
.
^
デ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡(

T
h
e

 straights 〕、 

西
班
牙
、
佛
蘭
西
、
ハ
ン
ブ
ル
ダ
.及

--
t
xミ
ツ
ド
ル
ズ
ブ
.ロ
ー(H

a
m
b
r
o
u
g
h
:

 a
n
d 

M
i
d
d
l
e
b
r
o
u
g
5
、

丁
抹
及
’び
*
典
诏
の
每
决f 
H
ぼ 

S
0

* !〕
、

一一k
i
キ
ヤ
ツ
ネ
ル
、
ァ
ィ
ラ
ン
.ド
、
ラ
ユ
ー
フ
ァ
ゥ
ン
K
ラ
ン
，ド
、
敗
び
ヒ
東
印
度
に
齡
す
る
船
舶
よ
り
成
る
も
の
.と
觀
る
0 

(
T
h
e

 T
r
a
d
es 

Increasf.1615, 

p
p
.

r
J
o
o 

,
而
し
て
彼
れ
は
東
印
度
貿
易
.の
爲
め
に
擞
多
の
大
船
舶
建
造
せ
.ら
：れ
、
之
れ
が
爲
め 

に
造
船
用
材
著
し
く
不
足
と
爲
れ
る
旨
を
述
べ
、
而
し
て
、「

國
主
の
海
軍
は
維
持
せ
ら
れ
な
げ
れ
ぽ
な
ら
ず
、更
ら
に
下
層
の
他
の
商 

,

右
版
賊
濟
書
解
顧
..
 

.

./ 

.
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V

:

:

,1 

r 
三

、(

二
一.10 
七
.
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解
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锊
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0
~
5
八)

.

•
 

. 

.
 

. 

' 

. 

- 

,
 

i 

-

. 

.
'

人
は
船
舶
を
所
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
> 
而
し
：て
海
洋
貿
易
ほ
增
加
す
る
と
：と
あ
る
可
く
、
斯
く
て
又
、、
吾
人
は
船
舶
な
く
し
て
質
易 

せ
ざ
る
を
得
ざ
る
か
、
.若
し
く
は
材
木
な
く
し
.て
*
舶
を
建
造
せ
：ざ
る
を
得
ざ
る
か
の
孰
れ
か
で
あ
る」

と
做
し
.て
ゐ
る
。

^
.
1
.
.
*?
. 

1
7
0
0

彼
れ
は
眞
き
に
英
國
を
統
治
し
つ
く
あ
り
し
最
も
傑
出
せ
..る
齋
君
主
：が
.用
材
樹
木
の
，爲
め
に
種
々
な
る
法
規
を
制
定
し
、
又
最 

髙
貴
な
る
英
國
々
王
.が
之
れ
を
保
持
し
增
加
す
.る
が
爲
め
に
新
た
;%
る
附
加
を
行
ひ
て
之
れ
に
備
へ
^
る
と
と
を
說
き
、

(ibid., 

p. 

i
oo
.
y而
し
て
興
の
美
風
な
る
に
於
い
.て
、
其
の
.積
載
量
に
於
い
て
.、
^
の
强
固
な
.る
に
於
い
て
、
.

其̂
の
%
全
な
，る
に
於
い
て
遍
く 

他
の
總
べ
て
の
商
船
を
凌
駕
せ
る
一
千
ブ
首
タ
ン
：の
巨
船「

ト
レ
丨
*ツ
•
ィ
ン
.ク
リ
ー
ス
、

」

號
.の
船
齢
猶
ほ
若
ぐ
し
て
遭
遇
せ
.る
難
破
を 

逍
惜
す
る 

o (i
b
i
d
,
p
*
1
9

し
0

..'
:
'
'
' 

: 

'

.

'

.

.

.

ベ

：

著
者
は
次
い
で
海
員
の
不
足
に
就
い
て
述
.ベ
る
。
：：彼
れ
ゆ
東
虬
度
貿
易
が
他
に
比
し
て
最
.も
薪
し
き
に
狗
ら
.ず
，
其
の
外
觀
に
於
い 

て
、
其
.の
容
態
に
於
い
：て
あ
ら
ゆ
る
：も
の
.に
超
越
し
，
恰
も
他
の
總
べ
て
0
:鳥
類
の
.羽
稂
を
借
,̂
て
我
.が
身
を
飾
る
鳥
の
如
く
、
.他
，の

. 

貿
易
に
從
事
せ
る
船
舶
を
買
收
し
て
其
の
航
海
に
榮
ぇ
を
與
ふ
る
を
以
；つ
て
.殊
に
其
の
，航
海
に
夥
し
き
人
數
を
採
用
し
、
而
し
て
船
の 

滅
ぶ
る
と
共
に
是
れ
等
の
海
員
.も
亦
滅
少
し
、
加
之
、
.，
縱

令

ひ

船

は

.
還

る

も
、
人
は
歸
ら
ざ
る
こ
と
を
.論
ず
る
9 r

ト
レ
I
ゾ
，•
ィ
ン
ク
 ゝ

リ
ー
ス
し「

ユ
デ
オ
ン」

「

ア
ス
セ
ン
シ
ャ
ン」

及
：び「

ス
ー
ザ
ン」
の「

四
艘
の
.船
掌
の
：難
破
に
よ
り
て
、
吾
人
は
少
く
も
四
百
五
十
人
を
喪 

失
し
、
而
レ
て
斯
く
.の
如
き
航
海
の
開
始
以
來
使
用
せ
ら
队
た
る
約
三
千
の
冑
險
に
於
：い
て
吾
入
は
|ー.千
以
土
の
多
數
を
喪
失
し
た
の

T

'^
J

o

c

i

b

i

^

p

p

.

w

s

r4)

。

.

\

 

^

 
-

著
者
f
c從
■へ
ば
*
漁
業
に
關
す
る
第
三
.の
；動
機
は
仕
事
の
缺
.乏
で
.あ
る
。
彼
れ
は
漁
業
、
殊
に
鱗
漁
業
：が
、
.唯
り
仕
事
の
缺
乏
に
由
• 

つ
て
不
幸
な
る
自
國
民
中
の
或
る
者
：の
'中
に
生
ぜ
し
め
.ら
る
，、
不
平
及
び
禍
患
：の
總
べ
弋
を
除
去
す
可
ぎ
.の
み
な
ら
ず
、
併
せ
て
.自
國 

の
海
軍
を
修
理
し
、
充
分
に
•海
員
を
養
成
し
、
國
民
を
富
裕
な
ら
し
め
：、
國
王
の
關
税
.を
增
加
し
、
而
し
て
玉
國
を
安
固
な
ら
し
む
*^

i*

き
も
の
で
I

と
信
ず
る
。(ibid.,

ザ
.3

5
0
、

次
い
で
彼
れ
は
順
次
.其
の
’便
宜
、
.利
潤
及
び
效
用
に
就
.い
て
論
ず
るo

第
一
に
其
の
.
 

便
宜
は
漁
場
が
自
國
の
領
海
^
に
存
す
る
と
と
、
其
の
•技
術
が
熟
知
せ
ら
る
、
の
事
實
に
存
す
る
。(ibid., 

po. 

3
6
.
3
oo
、
'
o.第1

一
こ
ぶ 

著
者
は
總
べ
て
の
裝
具
及
び
附
屬
品
を
備
へ
た
る
三
十
乃
藎
十
ラ
ス
ト
の
.

I
業
用
の
，一1

權
漁
船(

B
l

y

一
 
.艘
の
全
費
用
を
以
つ
_

て
凡
そ
五
百
賴
を
要
す
る
も
の
と
看
做
し
、
夏
季
の
全
部
を
通
じ
.て
之
れ
を
海
上
に
.於
い
て
維
持
す
る
の
費
用
を
以
つ
て
凡
そ
三
百
三 

十
五
勝
と
見
積
り
、
夏
季
の
■全
部
を
通
じ
て
同
船
は
.三
度
滿
載
せ
ら
れ
*
樽
一
百
ラ
ス
ト
の
漁
獲
を
擧

げ

、，其
の
價
格
は
一
千
雙
達 

し
、
船
舶
の
損
壞
4
網
の
修
復
に
對
し一

百
德
を
按
除
す
る
時
は
、
ニ
權
漁
船
.

一

艘
に
ょ
つV

1

個
年
內
に
五
百
六
十
五
礎
を
利
得
す 

る
も
の
と
積
算
し
て
ゐ
る
。「

あ
ら
ゆ
る
人
は
大
方
利
满
に
對
す
る)

注
意
に
心
を
奪
は
れ
る
、
愛
は
多
ぐ
を
爲
す
、然
も
貨
幣
は
總V

て 

を
爲
す
殺
に
は
貨
幣
ヵ
存
し
兹
に
は
夥
し
く
又
種
々
な
^
方
法
に
於
い
て
利
濶
が
存
す
る」

。
0
2:
^

P. 

3
9
. 〕

o
第
三
に
斯
漁
業 

の
效
用
は
多
く
其
の
利
潤
中
に
包
含
せ
ら
る
\
も
フ
而
も
是
ピ
な
く
ん
篇
民
た
り
又
失
業
者
た
る
無
數
の
人
々
.に
就
い
て
再
び
考
氧 

す

る

時

に

，
は

更

ら

に

顯

著

な

る

も

の

が

あ

る

？

 (
i
b
i
d
i
.

 

5
0
0
? 

'

.
著
者
は
英
國
雞J

Q
r
K

多

繫

議

若

し

4

停

止

の

狀

變

菅

S

、.之
れ
が
.救
察
と
し
て
、
總
べ
て
方
に
對
す

る
陛
下
の
臣
民
の
總
.ベ
て
に
對
す
る
貿
易
の
自
由
を
す
ら
提
唱
す
る
。(

1
.
1、p.. 5

1
0
。

斯
く
て
彼
れ
は
東
印
度
會
社'Q

排
他
的
態
度

及
び
染
印
度
貨
物
の
供
給
制
限
其
め
他
の
非
行
を
.非
難
す
る
0 (ibid., 

p
_ 

53.:) 。

著
者
は
又
、
マ
I
チ

ャ

ン

ト

，
，
ア

ド

ヴ

H

ン
チ
ユ
ラ

丨
ス
會
社e

爲
め
I

I

も
の
で
あ
り(

i

l
 p. 

1
0
0
、
：

東
印
賽
物
が
不
必
要
I

f

、
是
れ
等
の
貨
物
菜
印
度
と
の
直

貿
易
起
り
て
後
高
價
と
爲
り
、
而
し
て
東
印
度
へ
.の
：航
海
に
備
ふ
る
が
爲
め
.に
國
內
の
食
料
品
が
著
し
く
其
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
た

逢

I

主
張
す
る
も
の
I

る
。(

,

，
$

1

?
是
.

I

Q諸
點
は
後
I

印
度
會
社
I

護
せ
ん
と
す
.
1
.の
震

す
る
に 

努
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
所
の
も
©
.で
あ
る
。

- 

i 

、

:

■'
.裏

奮
 
I
 題

.

:
:

■:
. ニ

五

.

.(

r
l
.
a
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ニ

六

(

ニ
ニ
1
0

)

■.
.
.
.
,

 

:

H
:

.

.

此
の
小
册
子
は
乾
印
度
會
社
Co
怒
を
貨
ひ
、
.法
律
家
等
に
ょ
つ
て
-

「

お
の
.或
る
部
分
は
叛
逆
に
極
め
て
近
き
も
の
で
あ
り
、
而
し
て 

:

自
餘
の
..總
べ
て
は
甚
だ
し
く
危
險
な
る
も
の
し
と
着
做
さ
れ
、
，.將
さ
に
秩
序
を
紊
亂
す
る
も
の
と
し
て
星
衙n

c
s
t
a
r

 C
h
a
m
b
e
r
.

ゥ
エ 

.

ス
ト
ミ
ン
ス
ク
ー
宮
殿
內
に
開
か
れ
た
民
刑
事
法
院)

に
告
發
せ
ら
れ
ん
と
し
た
。〔state 

Papei：s 

East Indies, 

1513-1616, 

s
.

381, 

300
5 ; C

o
u
r
t

^
B-
s.
n»
CA
a

^
rt
l
w
w
g
rt
-

êi
p C

o
m
p
a
n
y
,

 

ed. 

H
.

 

wtevens a
n
d 

E. 

B. Sainsbury, 

2
2
n
d

 Feb. 1615. )

o

.

• 

-
 

-
 

•
 

. 

.
 

-

然
る
に
、
當
時
同
會
社
の
有
力
な
る
株
主
に
ザ
ー
•ダ
ッ
ド
リ
ィ
•デ
ィ
ッ

ダ
ス(

S
-H
-d

u
d
i
e
y

 D
i
g
g
e
s
}

な
る
人
が
あ
つ
て
、之
れ
に
答

.

.ふ
る
が
爲
め
に1

書
を
刊
行
ず
可
し
と
の
意
見
を
有
し
て
居
づ
た
が
、
同
じ
年
に『

質
易
の
擁
護』

.(T
h
e
J
e
f
e
n
c
e

 

of Trade. 

In a 

.
 

- 

-
 

. 

.

.

. 

,
 

,
 

.

Letter to 

S
1.HHhlomas 

wmith 

K
a
i
OQ
g:
, Go

v
e
r
n
o
u

-l-tof t
h
e
w

PJst-India 

c
o
n
v
p
a

s.
e
, 
&
PJFrom-one of that: 

societie.)

.

.と
題
す
る
小
册
子
を
出
版
し
て
、
有
名
な
る
ト
ー
マ
ス
•
マ
シ
の
東
印
度
貿
易
擁
_
論
の
前
衛
戰
を
行
ふ
こ
と
、
爲
つ
た
の
で
あ
る
。

，

贏

，

榮著：

「

理論銃，

.計學研究

」
」

，
';

.

.

.
:
.
.
.

「

:
.
 

'

■

■
■

.
‘ 

. 

' 

'
 

へ

..
 

:
.

. 

.

. 

: 

'
 

-

■-

. 

.

..'
■」 

.

ノ
 

. ノ
 

：- 

' 

-

: 

' 

,

:

.

'

'

.

:

#

尾
琢
：
磨

.

.
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.
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L

,
.
現
に
我
々
の
經
^-
し
つ
\
あ
る
宜
大
な
轉
換
期
に
.際
し
て
、
科
學
も
政
策
も
極
度
の
實
踐
性
を
要
求
さ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
鼢
も
す
れ
ば
理
論
閑
却
の
風
を
齎
ら
す
の
は
遺
憾
と
の
：.上
も
な
い
。
基
礎
的
理
論
に
透
徹
す
る
と
と
な
く
し
て
眞
に
截
课
的
な
♦
 

實
_
性
は
期
待
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
..事
變
以
か
統
計
の
利
用
，は
各
方
面
に
苴
つ
て
目
覺
ま
し
い
發
達
を
遂
げ
つ
、
あ
る
が
、
彌
つ

.

...
て
こ
^
に
關
す
る
理
論
的
研
究
を
顧
れ
ば
、
必
ず
し
も
，發
如
た
り
得
ざ」

る
も
の
が
あ
る
ャ
統
計
學
に
關
す
る
知
識
尨
く
し
て
銃
計
を
處 

理
せ
ん
と
す
る
の
は
狂
人
が
双
物
を
振
り
.廻
は
す
の
類
.で
あ
つ
て
、
自
他
を
傷
け
る
之
ょ
り
甚
だ
し
き
は
な
いo ,

即
ち
統
訐
の
利
用
が 

增
大
’す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
と
れ
が
理
論
的
研
究
の
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。
こ
の
秋
に
當
つ
て
立
命
館
大
學
敎
授
杉
榮
氏 

.:
の
.野
心
.的
好
箸「

理
論
銃
計
學
硏
究」

の
上
梓
を
見
る
に
至
つ
た
の
は
、
吾
人
の
最
も
欣
快
と
す
る
.と
と
ろ
で
あ
る
。

.

_、

本
書
の
內
容
は
#
く
は
立
命
館
大
學
法
經
學
部
の
.機
關
紙「

法
上
經
濟」

に
發
表
さ
れ
た
諸
論
文
ょ
り
成
り
、
主
と
し
て
大
#.
觀
察
法 

の
ー
般
理
論
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
.
¥
章「

大
量
觀
察
法
の
本
質
_

」

、
.散
ニ
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